
 

 

 

ひんやりスイーツ大好き 

 

 

 

涼をもとめて 

 

 

 

夏休みによりいっそう読書に親しんでもらえるように、（公）全国 

学校図書館協議会が発表している“緑陰（りょくいん）図書 2025年”

の中から小学校中学年、高学年向けの本をご紹介します！ 

  

 

 

 

『にっぽん氷の図鑑 かき氷ジャーニー』  

原田 泉/著  ぴあ（一般）673.9/ハ 

 
『南極ではたらく かあちゃん、調理隊員になる』 

渡貫 淳子/著  平凡社（一般）297.9/ワ 

 

『花も実もあるよくばり!緑のカーテン 』 

サカタのタネ「緑のカーテン」普及チーム/著 

農山漁村文化協会（一般）627/サ 

 

『ひんやりと、甘味』 

阿川 佐和子/[ほか]/著  河出書房新社（一般）914.6/オ 

 
 

 

『パンダのソフトクリームやさん』  
    小川 かなこ/さく 福音館書店 （児童） E/オ 

 

『Mr.ソフティークリーミーまちをゆく』  
くりはら たかし/作 佼成出版社 （児童） E/ク 

 

『ルルとララのアイスクリーム』  
あんびる やすこ/作・絵 岩崎書店 （児童） 913/ア 

 

『ぎょうれつのできるアイスクリームかきごおりやさん』  

ふくざわ ゆみこ/さく 教育画劇 （児童） E/フ 
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おすすめの児童書 夏休みの本（緑陰図書より） 

＝休館日 

★８月の図書館カレンダー 

『クジラがしんだら』 

江口 絵理/文 

かわさき しゅんいち/絵 

藤原 義弘/監修 

童心社 (児童) E/カ 

『おとうとの 
ねじまきパン 

ずっとむかし、満州 
という国であったこと』 

高橋 うらら／著 

合同出版  

（児童） 210/タ 

＝菊川読書の日 ２３日 

２日＝おはなしのじかん 

１４：００～１４：３０ 

３０日＝雑誌リサイクル 

9：30～なくなり次第終了 

おひとり３冊まで 

 

 

        

 

●開館時間  

９：3０～１８：3０ 

           



『読書感想文が終わらない!』 額賀 澪/作 satsuki/絵   

ポプラ社 （児童） 913/ヌ 

      読書感想文の書き方に悩む小学生 5 人の前に現れたの

は「感想文の救世主」こと謎の中学生フミちゃん。 

フミちゃんのアドバイスを聞いていると今まで書けな

かった感想文が不思議と書けるようになり…。 

感想文の書き方と物語、どちらも楽しめる一冊です。 

    

 

   

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

『お年よりと絵本をひらく』 中村 柾子/著 

福音館書店 （一般） 019.53/ナ 

    「絵本がもたらす豊かさを、子どもだけのものにしてお

くのはもったいない」と、近所の高齢者デイサービス施

設へ通った二年八ヵ月の読み聞かせの記録。新たな発見

に驚いたり、昔を懐かしんだりできる絵本は、年齢を問

わず楽しめます。 

 

菊川のこわ～いお話 

着 

参照 

『小日本昔ばなし』 小日本昔ばなし委員会/編 S/38/コ 

『小日本昔ばなし』復刻版 下関市菊川町ふるさとづくり推進協議会/編 

S/38/コまたは 388.17/コ 

『こどもが探せる川原や海辺のきれいな石の図鑑』 改訂版 

柴山 元彦/著 井上 ミノル/著 創元社 （児童） 459/シ 

    

 

8月になり、本格的に暑い日が続くようになりました。 

夏といえばホラー。怪談や怖い話をよく耳にする季節ですね。 

今回は菊川町の怖い話や妖怪が出てくる本を紹介します。 

新 

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

様々な美味しそうなチョコレートをタイトルに絡め

た短編集です。雑誌『anan』に連載されたものと新

たに書き下ろした 12 編を加えて刊行。著者は 

小説『木曜日にはココアを』『リカバリー･カバヒコ』

『人魚が逃げた』等で人気の青山美智子です。 

『小日本昔ばなし』小日本昔ばなし委員会/編 1993年 

図 

反省の印に一晩で塚を立てた猿猴（河童）、昔話で定番のきつねに 

騙される話、機織り（はたおり）の音がするようになった川…など 

菊川町内の各地で言い伝えられてきた様々な昔話を集めた一冊です。 

お住いの地域にはどんな昔話があるでしょうか。 

ぜひ手に取ってみてください。 

書 

川原や海辺にある石の正体が、実はルビーやサファイヤ

などの宝石だったらすごくロマンチックですよね。 

この本では身近な場所で見つかる鉱物や観察できる場

所を紹介しています。自分だけのたったひとつの宝石を

探しに行きたくなりますね。 

『チョコレート･ピース』 青山 美智子/著 

マガジンハウス (一般) Ｆ6/ア 

 


